
 

 

学校番号 1007 

 

平成 31 年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語 II ３ 第２学年 

・増進堂 FLEX English 

Communication II 

・増進堂 FLEX English 

Communication II  

Workbook 

・アルク 新ユメタン 2 

・啓林館 Listening Box1 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語 II の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という 4 技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く

行います。授業では積極的に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際にどのような場面で使用されているのかを意識して学習することが大切です。常に

「英語を使う」ということを意識しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズム・イントネーションに気をつけて、聞いている人

にきちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 2 学年】履修科目：「コミュニケーション英語 II（３単位）及び「英語表現 II」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・自分の経験、将

来の夢や希望な

どについて、前

もって準備し、

メモを見ながら

理由と具体例を

添えて短く説明

できる。 

・身近なトピック

について幅広く

意見や情報の交

換をすることが

できる。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英 II 

インタビュ

ーテスト 

スピーチ 

ペアワーク 

英語表現 II 

インタビュ

ーテスト 

スピーチ 

グループプ

レゼンテー

ション 

・複数の段落で、序

論・本論・結論を

意識して、時間を

かけた修正を経

て、自分の意見を

わかりやすく書く

ことができる。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英 II 

ライティン

グ課題 

定期考査 

 

英語表現 II 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

・日常的な挨拶が

でき、身の回り

で起こったこと

や経験したこと

などについてや

り取りすること

ができる。 

・ゆっくりはっき

りと話されれ

ば、外国の文

化・風習などな

じみのないこと

でもその概要を

理解することが

できる。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英 II 

リスニング

テスト 

定期考査 

スピーチ 

グループプ

レゼンテー

ション 

・３００語程度

の英文を、複雑

な 

ところは時間

をかけて読み、

全体の要旨を

理解し、大事な

点を漏れなく

理解すること

ができる。 

・文章を読み、

内容に応じて

適切な速度や

声の調子で音

読することが

できる。 

・・・・・・ 

など 

コミュ英 II 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 



 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Chapter 1 

( 6 時間) 
西ポトマッ

ク公園の桜

の起源。ヘ

レン・タフ

トの協力を

経て，東京

から寄贈さ

れた桜の木

が焼却され

た原因につ

いて。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

桜の植樹が成功するま

での苦難の道のりを読

み取ろうと努めている。 

使用権やチームワークに

ついて、自分の考えをグ

ループで話し合う。 

・国と国との結びつきを強

める要因は一体何である

かを理解しようと努めて

いる。 

・積極的に声を出して音読

しようと努めている。 

グループで意見交換

した内容をプリント

に書かせ、その発表内

容を判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

本文の内容についての

英問英答や，知り得た

情報の英語による説

明ができる。 

チームワークの内容に関

して簡潔な種類や説明

文を書く。 

本文の内容についての英

問英答や、知り得た情報

の英語による説明がで

きる。 

グループで意見交換

した内容をプリン

トに書かせ、その内

容を判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

動名詞の意味上の主語，

同格，完了形+受身の

表現，本文中に出てき

た語法・熟語を使っ

て，指示にそった適切

な英文を書くことが

できる。 

セクションごとの内容と

結論文を把握する。 

・本レッスンの本文英文を

聴いて、大まかな概要を

把握できる。 

・時制を的確に把握し、時

系列に従って本文の内

容を正確に理解できる。 

 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

動名詞の意味上の主語，

同格，完了形+受身の表

現を理解させる。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・参考資料を読んで非音声

的言語の知識をさらに

深める。 

動名詞の意味上の主語、同

格、完了形＋受身につい

て、それぞれの意味や働

き、形を理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Chapter 2 

 Part 1 

( 8 時間) 

夢を持つこ

と，それを

実現させる

情熱やアイ

デ ア と し

て、風船撮

影がどのよ

うに行われ

るのか。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

岩谷の撮影が成功するま

での努力について読み取

ろうと努めている。。 

撮影成功について、自分の

考えをグループで話し

合う。 

岩谷の若者へのメッセー

ジを理解しようと努めて

いる。 

グループで意見交換し

た内容をプリントに

書かせ、その発表内

容を判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

本文の内容についての英

問英答や，知り得た情報

の英語による説明ができ

る。 

 

・各セクションの内容を口

頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づいて、

自分の将来の夢につい

て伝え合う。 

・強勢，リズム，イント

ネーション，区切りなど

に注意して音読すること

ができるる。 

・本レッスンの内容につ

いての英問に対して英語

で答えを書くことや、得

発表内容や話し合いの

内容で、表現が身につ

いているかを判断する 



 

 

た情報を英語に直して書

くことができる。 

「外国語理解の能力」 

岩谷の考える発明，夢に

ついてクラスで発表する

ことができる 

・セクションごとの内容と

結論文を把握する。 

助動詞+完了形，不定詞の

否定形，不定詞+受身表現

を的確に把握し、その使

い方と内容を理解した上

で、本文の内容を正確に

把握できる。 

定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

助動詞+完了形，不定詞の

否定形，不定詞+受身の働

き，形を理解している。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・参考資料を読んで岩谷の

若者へのメッセージを読

み取る。 

本文中に出てきた語法・

熟語を使って，指示にそ

った適切な英文を書くこ

とができる。 

岩谷に関する定期テス

トの筆記テストにお

いて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Chapter 3 

( 8 時間) 
人類の進

歩にとっ

て，塩がい

かに重要

な役割を

果たして

きたかと

いう内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

塩が食物を保存する力

がもたらした経緯と結
果を読み取ろうとする。 

セクションごとの内容に

対するキーワードをワ
ークシートにメモし、そ
れを参考にしながらグ

ループで伝え合う。 

塩が日常生活といかに結

びついているかを読み取
ろうと努めている。 

セクションごとのキーワ

ードを板書させ、その
内容を取組状況の判断
材料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

この単元で学んだ語句
や表現を用いて、今後

の塩の役割について
聞き手に伝わるよう
に話す。 

・本文中に出てくる表現に
マークを入れながら読

み、復習プリントを利用
して、自ら本文に関する
Ｑ＆Ａをつくる。 

類似している 2 つの音の
違いに注意し、提示さ

れた英文を音読する
ことができる。 

・グループでの言語活動
を観察する。 

・復習プリントを提出さ
せ、その内容を取組状
況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

英語が話される際の特

徴である「音の連結」に

ついて学習し，発音でき

る。 

・セクションごとに、内容

に関する質問や要約な
どをグループで話し合
い、プリントに書く。 

・本レッスンの内容につい

て英問や英文を聴いて、
内容を正しく理解できる。 

・時制を的確に把握し、時

系列に従って本文の内容
を正確に理解できる。 

定期考査の筆記テストに

おいて、内容理解を問
う出題により、内容理
解ができているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

無生物主語，不定詞+完
了形，助動詞＋受け身の
文を本文中に出てきた

語法使って，指示にそっ
た適切な英文を書くこ
とができる。 

・本文中で用いられている
意味や用法を確認する。 

・参考資料を読んで塩の価

値に対する歴史的変遷に

ついての知識を深める。 

本レッスンの内容につい

ての英問に対して英語で

答えを書くことや，知り

得た情報を英語に直して

書くことができる。 

言語の使用場面と働きを
意識した定期テストの
筆記テストにおいて、

知識が身に付いている
かを判断する。 

Chapter 4 

(8 時間) 

ウミガメの

生存、身体

的特徴、生

態や、ウミ

ガメのメス

の産卵状況

や、孵化し

た子ガメの

運命 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ウミガメの生態につい

て読み取ろうとし、筆

者のメッセージを理

解しようと努めてい

る 

 

ウミガメの生態について、

グループで簡単な英語

で説明する。 

筆者の活動から、絶滅危

惧種の生物を救うことの

大切さを理解しようと努

めている。 

各自の意見を書いたプリ

ントの内容を取組状況

の判断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・ウミガメの生態につい

ての説明を読んで、内

容を簡潔に要約する。 

・自然や環境の大切さに

ついて、簡単な英語で

プリントに書いて、相

手に分かるように話

す。 

・本文中に出てくる表現を

参考に、キーワードーを

使いながら要約文を書

く。 

・プリントを利用して、自

分の考えをまとめて、簡

単な英文をつくる。 

・本文で扱われる母音や

子音の音に注意し、発音

できる。 

・本レッスン内容につい

ての英問に対して英語で

答えを書くことや、知り

得た情報を英語に直して

書くことができる。 

グループ発表の板書や、

定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

と表現が身についてい

るかを判断する 



 

 

「外国語理解の能力」 

・ウミガメの身体的特徴

を挙げることができ

る。 

・子ガメが直面する問題

について，グループで

意見を交換すること

ができる。 

 

・セクションごとに、内容

に関する質問や穴埋め問

題などで、本文の内容を

理解する。 

・参考資料やグループでの

話し合いから、自分の意

見をまとめ、グループの

意見を出して、他の人た

ちの考え方も理解する。 

本文中で用いられた熟語

や表現を的確に把握し、

その意味が理解できる。 

定期テストの筆記テスト

において、内容理解を

問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

as if + S V / 疑問詞+to 

do / 未来進行形につい

て，それぞれの意味や働

き，形を理解する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・参考資料を読んで絶滅

危惧種に関する知識を

得る。 

区切りなどに注意して音

読し、疑問詞+to do / 未

来進行形について理解で

きる。 

言語の使用場面と働きを

意識した定期テストの

筆記テストにおいて、

知識が論理展開が身に

付いているかを判断す

る。 

Chapter5 

( 10 時間) 

ポリグルが

BOP ビジネ

スの成功例

であるとい

うこと。ポ

リグルの開

発経緯。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

BOP ビジネスについて

恐れずに発言する。 

BOP ビジネスについて、

グループで簡単な英語で

説明する。 

ポリグルがバングラディ

ッシュ社会を変えたこと

を読み取ろうと努めてい

る 

各自の意見を書いたプリ

ントの内容を取組状況の

判断材料として活用する 

「外国語表現の能力」 

・ポリグルについての説

明を読んで、内容を簡潔

に要約する。 

・小田の事業の成功にう

いてグループで意見を

交換することができる。 

・自分の考えを簡単な英

文でプリントに書き、相

手に分かりやすいよう

に伝える。 

・プリントを利用して、

自分の考えをまとめ

て、簡単な英文をつく

る。 

・グループで話し合って、

まとめた内容を板書し

て発表する。 

・日本語にはない、英語

独特の音に注意して、提

示された英文を音読する

ことができる。 

グループ発表の板書や、

定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

と表現が身についてい

るかを判断する 

「外国語理解の能力」 

小田のポリグルの話が

私たちに与える影響に

ついてクラスで発表す

ることができる。 

・セクションごとに、内

容に関する質問や穴埋

め問題などで、本文の

内容を理解する。 

・参考資料やグループで

の話し合いから、自分

の意見をまとめ、グル

ープの意見を出して、

他の人たちの考え方も

理解する。 

強勢、リズム、イントネー

ション、区切りなどに注意

して音読することができ

る。 

定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

二重否定，there を用い

た表現，過去完了進行形

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・参考資料を読んで小田

のﾋﾞｼﾞﾈｽについての知

識を得る。 

二重否定，there を用いた

表現，過去完了進行形のそ

れぞれの意味や働き、形を

理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

論理展開が身に付

いているかを判断

する。 

Chapter6 

( 8 時間) 

人間図書館

の目的。失

読症で苦し

んだ人の経

験。「ビッグ

イシュー」

の活動につ

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

人間図書館について、間

違いを恐れずに発言す

る。 

人間図書館について、グル

ープで英語で説明す

る。 

人間図書館とはどのよう

なものか、また人間図書

館から本を借りることに

よって読者が得られるこ

読み取ろうと努めてい

る。 

各自の意見を書いたプ

リントの内容を取組状

況の判断材料として活

用する 



 

 

いて。 

 

「外国語表現の能力」 

・人間図書館について意

見を交換する。失読症

で苦しんだ人の経験に

ついて英語で発表す

る。 

・プリントを利用して、自

分の考えをまとめて、英

文をつくる。 

・グループで話し合って、

まとめた内容を板書し

て発表する。 

・本文の内容についての

英問英答や、知り得た情

報の英語による説明が

できる。 

・分詞構文の否定，結果

を表す不定詞，挿入の表

現を理解し、それを用い

て表現する。。 

グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 

「外国語理解の能力」 

・少数派，多数派につい

て，グループで意見を

交換することができ

る。 

・セクションごとに、内容

に関する質問や穴埋め

問題などで、本文の内容

を理解する。 

・参考資料やグループでの

話し合いから、自分の意

見をまとめ、グループの

意見を出して、他の人た

ちの考え方も理解する。 

日本語とは異なる英語の

音に対して、どのような

ことを述べているのか、

概要をつかむことができ

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

分詞構文の否定，結果を

表す不定詞，挿入，それ

ぞれの意味や働き，形を

理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・参考資料を読んで少数

派に目を向ける重要性

についての知識を得る。 

分詞構文の否定，結果を

表す不定詞，挿入の表現

を理解している。それぞれ

の意味や働き、形を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Chapter7 

( 10 時間) 

坂の建築家

としてのポ

リシー。緊

急避難施設

の建設にダ

ンボールの

紙管を使う

理由。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

坂の建築家としてのポリ

シーついて、間違いを恐

れずに発言する。 

坂の建築家としてのポリ

シーについて、グルー

プで英語で説明する。 

坂の使用建材について読

み取ろうと努めている。 

坂に大きな影響を与えた

出来事を読み取ろうと努

めている。 

各自の意見を書いたプ

リントの内容を取組状

況の判断材料として活

用する 

「外国語表現の能力」 

坂の他国での活動につい

てグループで意見を交換

することができる。 

・プリントを利用して、自

分の考えをまとめて、英

文をつくる。 

・グループで話し合って、

まとめた内容を板書し

て発表する。 

日本語に近い発音や母音

の区別に注意し、提示さ

れた英文を音読できる。 

 

グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 

「外国語理解の能力」 

坂の若者へのメッセージ

について議論しクラスで

発表することができる。 

 

・セクションごとに、内容

に関する質問や穴埋め

問題などで、本文の内容

を理解する。 

・参考資料やグループでの

話し合いから、自分の意

見をまとめ、グループの

意見を出して、他の人た

ちの考え方も理解する。 

図表が示す内容を的確に

把握し、図表を参考に

しながら本文の内容を

正確に理解できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在完了形，be + to ，if 

S were to V, S would …

やそれぞれの意味や働

き，形を理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・参考資料を読んで坂の

活動についての知識を

得る。 

現在完了形，be + to ，if 

S were to V, S would …

やそれぞれの意味や働き，

形を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Chapter8 人工知能の 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 



 

 

( 8 時間) これまでの

進化。口知

能に可能な

こと。人工

知能が人間

に劣ってい

る領域工知

能に対する

深層学習の

応用。 

人口知能に関連して、間

違いを恐れずに発言す

る。 

人口知能に可能なことに

ついて、グループで英語で

説明する。 

人工知能の応用範囲を読

み取ろうと努めている。

人工知能への深層学習の

応用でどのくらい進化す

るか理解しようと努めて

いる。 

各自の意見を書いたプ

リントの内容を取組状

況の判断材料として活

用する 

「外国語表現の能力」 

真相学習についてグルー

プで意見を交換すること

ができる。 

・プリントを利用して、自

分の考えをまとめて、英

文をつくる。 

・グループで話し合って、

まとめた内容を板書し

て発表する。 

英語特有の lや rの発音に

注意して、提示された音

量で英文を音読するこ

とができる。 

 

グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 

「外国語理解の能力」 

・HAL と呼ばれるロボッ

トについて理解する。 

・研究を続ける上での信

念について理解する。 

・自分の人生を変えるぐ

らいのロボットについ

て紹介することができ

る。 

・セクションごとに、内容

に関する質問や穴埋め

問題などで、本文の内容

を理解する。 

・参考資料やグループでの

話し合いから、自分の意

見をまとめ、グループの

意見を出して、他の人た

ちの考え方も理解する。 

強勢・リズム・イントネ

ーション・区切りなどに

注意して音読することが

できる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」完了形分詞構文，未来完了形，仮定法現在の表現や，本文中に出てき

た語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書く 

完了形分詞構文，未来完

了形，仮定法現在の表現

や，本文中に出てきた語

法・熟語を使って，指示

にそった適切な英文を書

くことができる。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・参考資料を読んで人口

知能についての知識を

得る。 

完了形分詞構文，未来完

了形，仮定法現在の表現

を理解する。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Chapter9 

( 10 時間) 

サプールと

しての生き

方。サプー

ルはどのよ

うな外見の

ひ と た ち

か。サプー

ルの誕生の

歴 史 的 経

緯。サプー

ルとして生

きる理由。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

サプールとは何かについ

て、間違いを恐れずに発

言する。 

サプールの誕生や歴史的

経緯について、グループで

英語で説明する。 

サプールでいることの意

味を読み取ろうと努めて

いる。 

各自の意見を書いたプ

リントの内容を取組状

況の判断材料として活

用する 

「外国語表現の能力」 

サプールの持つ強い信条

について議論しクラスで

発表することができる。 

 

・プリントを利用して、自

分の考えをまとめて、英

文をつくる。 

・グループで話し合って、

まとめた内容を板書し

て発表する。 

・つづり字につられて間

違いやすい発音や、日本

語に近い発音に注意し

て、提示された英文を発

音することができる。 

 

グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 

「外国語理解の能力」 

サプールでいることの意

味を理解することができ

る。 

サプールの持つ強い信条

を理解することができ

る。 

 

・セクションごとに、内容

に関する質問や穴埋め

問題などで、本文の内容

を理解する。 

・参考資料やグループでの

話し合いから、自分の意

見をまとめ、グループの

意見を出して、他の人た

ちの考え方も理解する。 

サプールについて、各パ

ートに提示されている

トピックに沿って正確

に把握することができ

る。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

独立分詞構文，倒置，完

了形の分詞構文の受身の

意味や働き，形を理解す

る。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・参考資料を読んで、サ

プールについての知識

を得る。 

独立分詞構文，倒置，完

了形の分詞構文の受身の

意味や働き，形を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 



 

 

Chapter10 

( 10 時間) 

グーグル誕

生の逸話。

グーグルの

発案者ラリ

ーという人

物 に つ い

て。グーグ

ル誕生のき

っかけとな

ったプログ

ラムについ

て。ラリー

の若者への

メ ッ セ ー

ジ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

グーグルの誕生の逸話に

ついて、間違いを恐れず

に発言する。 

グーグルのサーチエンジ

ンとしての機能を読み取

ろうと努めて、グループで

英語で説明する。 

グーグルが変えたものを

読み取ろうと努めてい

る。 

各自の意見を書いたプ

リントの内容を取組状

況の判断材料として活

用する 

「外国語表現の能力」 

誰がいつグーグルを考案

したかを説明することが

できる。 

夢を実現する方法を本文

の内容に沿ってリテリン

グすることができる。 

・プリントを利用して、自

分の考えをまとめて、英

文をつくる。 

・グループで話し合って、

まとめた内容を板書し

て発表する。 

本文中に出てきた語
法・熟語を使って、指
示にそった適切な英文
を書くことができる。 

グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 

「外国語理解の能力」 

ラリーのメッセージを理

解することができる。 

英語が話される際の特徴

である「音の連結」に

ついて学習し，発音で

きる。 

・セクションごとに、内容

に関する質問や穴埋め

問題などで、本文の内容

を理解する。 

・参考資料やグループでの

話し合いから、自分の意

見をまとめ、グループの

意見を出して、他の人た

ちの考え方も理解する。 

日本語に近い音や類似し

た音に注意して音読す

ることができる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

All you have to do is ~/ 

manage to do / what if ~ 

/ be aware that ~/ it 

seems like~ / use up の

表現を理解 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・参考資料を読んで、グ

ーグルについての知識

を得る。 

All you have to do is ~/ 

manage to do / what if ~ 

/ be aware that ~/ it 

seems like~ / use upの表

現を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 


